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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，チュルク諸語北東グループのサハ語・トゥバ語・ハカス語を研究対
象とし，主として未解明言語の包括的記述と史的変遷の解明を試みた．まず第一に，3度の現地調査を行うこと
によりトゥバ語文法の未解明部分の調査研究を行った．次に北東グループ諸言語間における相違点と類似点の検
証を行い，同グループの中でサハ語のみが有するいくつかの文法的特異性を明らかにした．特にサハ語とトゥバ
語の対照を丁寧に行うことで，サハ語が周囲のツングース系言語からの影響を受けながら言語構造を変容させて
きた史的変遷の過程を明らかにすることを試みた．

研究成果の概要（英文）：This research targets three Northeastern Turkic languages (Sakha, Tyvan and 
Khakas), and aims to describe their language structures and to reveal the pathway of historical 
change. First I examined several grammatical aspects of the Tyvan language through the linguistic 
fieldwork conducted in the 2014, 2015 and 2016 years. Then I compared the morpho-syntactic 
characteristics of Sakha with those of Tyvan. It is concluded that some grammatical properties are 
unique to the Sakha language, and it is highly probable that these linguistic features of Sakha have
 developed through language contact with neighboring Tungusic languages.

研究分野：言語学

キーワード： チュルク諸語　記述言語学　対照言語学　サハ語　トゥバ語

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 チュルク諸語とはユーラシア大陸の東西
に広がる同系の 30 余の諸言語を指す．これ
らの諸言語は，歴史的な音韻変化の結果に従
って 4つのグループに下位分類される．日本
を含めた世界のチュルク諸語研究は，このう
ちの南西グループ・北西グループ・南東グル
ープに集中するきらいがある．逆に言えば，
北東グループに属する諸言語の文法記述は
それほど進んでいなかった． 
 チュルク諸語北東グループはユーラシア
大陸の北東部に分布し，日本からも比較的近
い．この地域の言語研究はソ連時代の水準に
留まり，研究の質・量ともに不足しているの
が現状である．例えば，トゥバ語の包括的記
述では Isxakov & Pal’mbax (1961) Grammatika 
tuvinskogo jazyka. Fonetika i morfologija. を，ハ
カス語の包括的記述では Baskakov (ed.) 
(1975) Grammatika khakasskogo jazyka. を超え
る研究が未だに無い．これらの言語は未解明
のままロシア語に飲み込まれようとしてい
た． 
 しかしながら同地域に分布するサハ語に
ついては，ソ連邦崩壊後，むしろ日本人研究
者による研究が大いに進展した（ソ連時代に
は外国人研究者の入国自体が困難であった）．
本研究課題の代表者自身も，応募時まで 13
年間にわたりサハ語の文法研究に取り組み，
国内外で積極的に成果公開を行ってきた．サ
ハ語同様に北東ユーラシア地域で話される
トゥバ語・ハカス語についても，ロシアにお
ける研究が停滞している応募当時，地理的に
も言語類型的にも近接する日本からの研究
が重要であった．換言すれば，日本人研究者
こそがこの地域の言語研究をリードすべき
状況にあった．実際に本研究課題の代表者は
当該地域の言語研究の牽引役として，日本言
語学会の第 142回大会（2011年），第 144回
大会（2012 年），第 146 回大会（2013 年）
の 3度にわたり，日本言語学会におけるワー
クショップを企画するなどの研究活動を行
ってきた． 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では，主として以下の 3つの点
に取り組んだ． 
(1) 2つの未解明言語（トゥバ語・ハカス語）
の文法構造を現地調査に基づき記述する．文
献資料の分析と現地調査（フィールドワー
ク）を並行して進めることにより，トゥバ
語・ハカス語の文法構造の未解明の部分を明
らかにしていくこと．  
(2) 北東グループ 3言語（サハ語・トゥバ語・
ハカス語）における相違点と類似点の検証を
すること． 
(3) チュルク諸語北東グループの史的分岐の
過程を解明する．北東グループ諸言語が古代
チュルク語からどのような歴史的変遷を辿
り分岐したのか，通時的な変化の過程を明ら
かにすることを試みた． 

３．研究の方法 
 本研究課題では，北東ユーラシア北東グル
ープのチュルク諸語の文法構造について，主
として現地調査とコーパス分析による解明
を進めていった． 
(1) 日本国内で入手可能な文献資料や新聞記
事をもとに，トゥバ語およびハカス語のコー
パス資料を作成し，それらを Language 
Explorerなども援用し分析した． 
(2) ロシアのトゥバ共和国およびハカス共和
国に赴き，トゥバ語およびハカス語の文法構
造に関する現地調査を行った． 
(3) 現地調査により得られたトゥバ語および
ハカス語の文法構造を，応募者がこれまでに
明らかにしてきたサハ語の文法構造と対照
し，チュルク諸語北東グループの包括的記述
と史的変遷に関する研究を進めた． 
(4) 2016年 7月に，新潟大学において北東ユ
ーラシア地域諸言語の記述と対照をテーマ
とする国際ワークショップを開催した． 
(5) 2017年 3月に，呉人徳司准教授との共編
により Linguistic Typology of the North. の第 4
号を刊行した．この中の論文においては，サ
ハ語が周囲のツングース諸語との言語接触
によりその文法構造を変えていった歴史的
過程のいくつかの側面を示した． 
 
４．研究成果 
 本研究課題においては，主として以下のよ
うな研究成果が得られた． 
(1) 平成 26年度（1年目）には，『トゥヴァ語
基礎例文 1500』および Шын 紙の 2012 年か
ら 2015 年までの記事に基づき，トゥバ語の
コーパスデータを作成した．8 月にはトゥバ
共和国クズル市において現地調査を行い，ト
ゥバ語の否定構造や補助動詞構文に関する
信頼度の高いデータが得られた．この年度の
主な研究成果は，9 月にルーアン大学で開催
された第 17 回国際チュルク諸語会議での口
頭発表などである． 
(2) 平成 27年度（2年目）には，チュルク諸
語北東グループに属するサハ語とトゥバ語
の文法構造の相違点を対照することを中心
とする研究を行った．結果として，北東グル
ープの中でサハ語のみが有する文法的特異
性が徐々に明らかになっていった．8 月には
トゥバ共和国クズル市およびサハ共和国ヤ
クーツク市において現地調査を行い，トゥバ
語およびサハ語の補助動詞およびボイス接
辞に関する信頼度の高いデータが得られた．
この年度の主な研究成果は，7 月にソウル国
立大学で開催された第 12 回ソウル国際アル
タイ学会での口頭発表などである． 
(3) 平成 28年度（3年目）には，最終年度と
しての本研究課題の総括を行った．まず 5月
にはロシアの北東連邦大学において，日本の
アルタイ諸言語研究に関する招待講演を行
った．7月には新潟大学において，「北東ユー
ラシア諸言語の記述と対照」と題する国際ワ
ークショップを主催した．本ワークショップ



における口頭発表は，サハ語が周囲のツング
ース系言語からの影響を受けながら言語構
造を変容させてきた史的変遷をいくつかの
側面から論じたものである．8 月にはトゥバ
共和国クズル市において現地調査を行い，ト
ゥバ語の形態音韻規則および形態統語規則
に関する信頼度の高いデータが得られた．こ
の年度の主な研究成果は，3 月に呉人徳司准
教授との共編により刊行され論集『Linguistic 
 Typology of the North』第 4号である．本論
修所収の論文では，サハ語文法に見られるツ
ングース諸語的特徴について，他のチュルク
諸語と対照しながら論じており，まさに本研
究課題の総括であると言える． 
(4) 本研究課題の 3 年間の間には，積極的に
アウトリーチ活動を行ってきた．2014年 7月
には新潟大学において「言語で巡るシベリア
の旅 ― 北方の人々のことばと暮らし」と題
する講演会を開催した．2015年 4月には新潟
大学において「シベリアの民族・言語・文化」
と題する講演会を開催した．2017年 2月には
新潟大学において「言語研究の諸問題： 東
アジアの言語の事例から」を「言語学研究・
言語教育センター」との共催により実施した． 
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